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• 団体名称：特定非営利活動法人エティック

: Entrepreneurial Training for Innovative Communities

• 設立：1993年（法人化：2000年3月）

• 理事：宮城 治男 / 代表理事 *常勤

石川 治江 / NPO法人ケア・センターやわらぎ 代表理事

佐藤 真久 / 東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授

鈴木 敦子 / 事務局長 *常勤

孫 泰蔵 / Mistletoe株式会社 代表取締役社長兼CEO

松本 大 / マネックスグループ株式会社 代表執行役社長CEO

山内 幸治 / 事業統括ディレクター *常勤

• 監事：樋口 哲郎 / 樋口公認会計士事務所 代表

• スタッフ：92名 （うち専従46名） ※2018年5月31日現在

• 年間予算：約6.3億円（2017年度*決算）
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2016年～

「ローカルベンチャー」の創出推進
11自治体と連携して
地域起業家の輩出支援

2011年～

④東北復興支援

240名の右腕人材を派遣

約60％が地域に定着

12％が右腕→起業 2002年～

②社会起業・創業支援

400名以上の社会起業家を輩出

社会起業塾・東海若手起業塾・AMEXサービ
ズアカデミー等

事業継続率90％

①師匠
②当事者意識
③実践

①次世代リーダー育成
日本初の長期実践型インターン

2800名の学生が参加

154名が実際に起業

1997年～

1993年～
学生団体

年間50回のセミナー

6

③地域の起業力を高める取り組み

全国70地域、2500社の中小企業、

100大学・5000人の若者

2004年～

日本に挑戦者を増やそう！
約20年間で8,000名以上の若者たちと「社会をつくる」現場に挑む機会で協働してきました。
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© 2018 ETIC.  All rights reserved.●地域ベンチャー留学の関係性
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受入企業

地域コー
ディネート
機関

インターン生
（学生）

様式3
インターン処遇概要確認書
様式5
単位認定に関わる大学の書類各種

様式4 誓約書

様式１
覚 書

様式2
同意書

契約①

契約②

契約③

地
域
ベ
ン
チ
ャ
ー
留
学

NPO法人
ETIC.

参画・申込
・1地域5社まで募集可能

各大学

参加希望
大学生

参加希望
大学生「地域ベンチャー留学」を紹介

・学内説明会
・授業告知
・チラシ掲示

SNS広報
共感する先生からの紹介
OBOGからの口コミ

・単位とは関係なく個人
で参加
・60％以上は1,2年生

大学の単位認定の仕
組みを活用して参加

自治体

●連携している地域もあり。
・地方創生交付金、
・移住定住施策
・中小企業振興施策
・協力隊強化にともなう
地域CD機関擁立 等

●各地域●都市部
例）立教大学経営学部、東洋大学、産業能率大学等多数。
宮崎大学地域資源創成学部など地域to地域も

※年間30地域120社に150名程度が参加

例）大分県竹田市、千葉県銚子市、
秋田県羽後町、徳島県南部総合県
民局、岡山県倉敷市、長野県塩尻
市、福井県、茨城県県北など多数

・Webで募集要
項を公開
・マッチングイベント
を年2回開催
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地域ベンチャー留学のステップ © 2018 ETIC.  All rights reserved.
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都市部の若者を地域の中小企業で受け入れ、企業の経営革新を起こ
すためのコーディネート手法を座学+実践で学ぶ短期集中型講座です。

地域コーディネーター養成講座
（日程は学生コーディネートコースの場合）
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●地域コーディネーター養成講座

【問い合わせ】
NPO法人ETIC.（エティック） 担当：瀬沼・渡辺
〒150-0041 東京都渋谷区神南1-5-7 APPLE OHMIビル4階
TEL：03-5784-2115
メール：challenge-community@etic.or.jp

企
業
の

選
定

企業ごとに受入れプロジェ
クトを設計し、Webフォー
マットに募集要項を入力、
若者向けに発信準備。

若
者
受
入
れ
＆

サ
ポ
ー
ト

振
り
返
り

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

機
能
の
確
立
へ

ETIC.が主催するマッチングイベントに
出展。若者を実地域で受け入れる宣
伝をします。
期間中は、各地で若者・受入れ企業
向けの合同研修を、ETIC.および先
進地域からのフォローアップを受けなが
ら実施。

コーディネート活動
を振り返り翌年以
降の活動につなげ
ていきます。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

設
計

他
地
域
の

視
察※

任
意

導入研修後、実際に自分
の地域で受入れ先となる企
業を選定します。
個別に訪問または地域で説
明会等の開催もサポートし
ます。

すでに地域コーディネート機
能を持つ先進地域に訪問
し、実際にどのようなコーディ
ネートを実施しているのか視
察を行います。一度、自地
域で実施した後の視察も
効果的です。

都
市
部
若
者

と
地
域
の

マ
ッ
チ
ン
グ

© 2018 ETIC.  All rights reserved.

①導入研修
②プロジェク
ト設計研修

③マッチング
対策研修

④振り返り
研修

実
践
編

座
学
編

3月下旬～4月上旬
（9月下旬）

4月下旬～5月
（10月）

6月中旬
（12月上旬）

9月～10月下旬
（3月下旬～4月上旬）

■座学編注意事項
※①を除き、受入れ企業（候補）の経営者と参加するこ
とを強く推奨しています。
※①～④、すべて東京開催。交通費は各自負担です。
※①～④を現地開催希望の場合はオプションにて別途ご
相談させてください。

■実践編では以下の実施を「サポート」します
・受入れ企業開拓
・受入れ企業向けプロジェクト設計（2-3社程度）
・マッチングイベント出展 ・マッチング作業（★右側参照）
・4週間～半年程度のインターン受け入れサポート
・企業、若者向けに合同キックオフ研修、中間研修、修了研修

★マッチング作業
－1社につき1-2名程度のマッチング。但し、4週間以上の期間
が長い場合はマッチングの難易度が高まります。
－選考は受け入れ企業が実施。落とす権利は企業にあり。
－4週間の学生インターンの場合、合格者は1社あたり1-2名
程度、未マッチングは年間100社のうち2‐3社程度
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中間支援組織（地域コーディネーター、地域コーディネート機関）の役割は、インターンシップに関係する
企業、学生、大学の三者のニーズをすりあわせ、インターンシップを実施するための関係性を構築し、インター
ンシッププログラムを開発・運用・評価すること。そのために、企業、学生、大学のそれぞれに対する複合的な
コーディネート能力が必要とされる。

インターンシップの流れ

地域コーディネーターの役割

概
要

• 実施目的を明確にし三者で共有する
• 適切なプログラムと研修を設計する
• 企業の成果目標、大学の教育目標を設定する

• 実施環境を整備する
• 事前・中間研修を実施する
• 実施状況を把握し、適切なサポートをする

• 三者それぞれにとっての振り返りと
評価を支援する

• プログラム全体を評価し改善する

対
企
業

• 受入企業の開拓
• 実施目的の確認
• 成果目標の設定

• 受入環境の整備
• 社内オリエンテーション
• 受入担当者支援

• 社内報告会
• プログラムの振り返り
• 企業評価

対
学
生

• プログラム広報
• 学生募集
• 学生面談とマッチング

• 事前・中間研修
• 実施中の状況確認（日報、面談等）

• 事後研修による振り返りと評価、
フィードバック

対
大
学

• カリキュラム上の位置づけの確認
• 実施目的・教育目標の確認
• 事前・中間・事後研修の設計

• 実施状況の情報提供 • 学内報告会
• 教育的効果の評価

開発期 運用期 評価期

受入企業
開拓

導入計画
立案

広報
学生募集

（マッチング）
環境整備

インターン実施

研修・モニタリング

振り返り
評価

事後フォロー

これらの役割を果たすために、中間支援組織（地域コーディネーター、地域コーディネート機関）には複合的なコーディネート能力が必要とさ
れる。ただし、すべての役割を一人で負う必要はなく、プログラムの全体設計の中で役割分担をすることも考えられる。

参考：地域コーディネーター、地域コーディネート機関）の役割 © 2018 ETIC.  All rights reserved.

3
6



実践型インターンシップ推進事業の事業計画に対する意見 

（H30.3.18 地域創生戦略委員会） 

 

＜委員会での意見と回答＞ 

【意見①】 

実践型インターンシップの実施目的が明確でないように思います。学

生のインターン受入により企業の問題解決に直結させるという目的で

は、事業が進まないのではないかと懸念します。 

 

【回答】 

企業が抱える大きな課題の解決には向いていませんが、学生だからこ

そできることもあります。経営者が構想していたことテーマとして与え、

販路拡大につながった事例を聞いておりますし、学生が企業に入ること

で、企業の新しい価値観への気づきや、職場風土に変化をもたらすこと

が期待され、そういった企業の活性化が本事業の目的となります。 

【意見②】 

実践型インターンシップにより地元企業への就業を目的とされるな

ら、少し押しつけのように感じます。定住に結びつかなければ、基金の趣

旨とも異なるのではないかと思います。 

【回答】 

学生と企業をコーディネートできる人材を地域の中で育成・確保する

ことで、地元高校生と企業とのマッチング事業をより効果的に取り組む

ことができ、地元企業の人材確保や若者の定住にも意義あるものと考え

ています。 

【意見③】 

学生のメンターに負担を感じることや、製造業での作業事故の心配も

あり、中小企業での受入は難しいのではないかと感じます。零細企業の

方が事業自体はうまくいくのかもしれませんが、このシステムでは参加

が困難と思います。当社のこれまでの経験から、インターンシップから

新卒者の採用にはつなげることは難しく、受入企業側の魅力を高める必

要があると思います。 

【回答】 

市内企業向けの事前の勉強会では、費用負担や安全面での条件はある

が、参加いただいた企業（（4社）からは、企業にとってプラス効果が期待

され、学生を受け入れたいとの意見をいただいています。 
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【意見④】 

実践型インターンシップと地域コーディネーターの養成講座は、１つ

のパッケージである必要があるのでしょうか。養成講座は別に実施する

ことも可能ではないでしょうか。 

【回答】 

地域ベンチャー留学のマッチングイベントでは、地域活性化に関心の

高い学生が 120 人以上集まってきています。イベントを主催するNPO法

人の体験プログラムの品質が保障されていることを、学生の間で情報共

有されていることによるものです。受入側はそれに見合う技術やコーデ

ィネート力が必要となりますので、初年度については、NPO法人ととも

に事業を進め、２年目以降に自分たちだけで実施していくことを考えて

います。 

【意見⑤】 

２年目以降のマッチングイベントへの出展料や受入企業のレベルは、

こちらに任されることになるのですか。 

【回答】 

インターンシップ終了時点の目標設定など、チェックポイントがあり

ますので、クリアできるようにしたいと考えています。また、過去に多く

の企業が実践型インターンシップに参加される中で、学生とマッチング

しなかった企業は数件程度と聞いています。 

【意見⑥】 

委託事業者のノウハウを手に入れることが必要と思いますが、学生の

受入が商品開発などにつながるのでしょうか。 

【回答】 

実践型インターンシップを希望する学生は、地域の活性化や農林業へ

の関心が高い学生が多く存在しています。そういった若者へアプローチ

していきたいと考えています。 

【意見⑦】 

地域の活性化に意識の高い学生により企業の活性化を目指されるとい

うことですが、基金事業の趣旨に沿う KPI としては、定住につながった

人数になるのではないかと思います。これが最終目標になると、かなり

ハードルが高くなると思います。 

【回答】 

実践型インターンシップにより地域の活性化に意識の高い学生を都市

部から呼び込むことで、学生が都市部へ戻った後も、再度、宍粟市を訪

れてくれる関係となることが期待されるとともに、短期的には受入企業

の課題解決を目的としています。また、都市部において、学生同士のつな

がりにより、次の展開への広がりも考えられます。 
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【意見⑧】 

これまでの実績資料をみますと熊本県五木村、徳島県上勝町など全国

的に知名度のある地域だと思います。それらと比べて、宍粟において学

生へアピールする要素があるでしょうか。 

【回答】 

これまでインターン実施に至らなかったケースは少数と聞いていま

す。宍粟の売りは、これから作っていく必要があります。チャレンジす

る企業が、プログラムづくりの支援やチャレンジを見える化していきま

す。学生は知名度や利便性で企業を選ぶわけではなく、面白そうなプロ

グラムを選ぶと聞いています。 

【意見⑨】 

地域コーディネーターをどなたがされるのかわかりませんが、役所の

方は人事異動があるので、変わってしまうのはどうかと思います。 

【回答】 

地域コーディネーターの選考は、課題と認識しています。異動があって

も引継ぎは可能と思いますが、継続して担っていただける人材を探すこ

とも考えています。 

【意見⑩】 

実践型インターンシップに参加できる企業が少ないために、公平性に

ついて課題となることも考えられます。 

【回答】 

 地域コーディネーターの負担を考えると、始めは参加企業数を多く考

えない方がよいとの意見をいただいたため、現在は２社を目標としてい

ます。 

【意見⑪】 

本事業を地元企業へアピールするにはかなりの労力を要すると思いま

すので、試行的に２社程度から進めていくのもよいのではないかと思い

ます。２年目以降に、他の企業や地域へ効果が波及していくことが大事

になると思いますので、長期的な視点で、継続できる仕組みづくりなど

考えていただきたいと思います。 

【回答】 

4 開催の講演会にあわせ、実践型インターンシップへの参加を呼び掛

けていく予定です。また、これまでも実施しているビジネスサポートを情

報発信の場と位置づけ、実践型インターンシップに関するシンポジウム

の開催を予定しており、本事業を企業へアピールしていきます。 
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

地域ベンチャー留学
最終報告

兵庫県宍粟市 株式会社テレマン楽器 ８/５～９/８

産業能率大学 経営学部
1年 綿貫 ひなた
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

目次

1. プロジェクト内容

2. 活動報告

3. モチベーションシート

4. まとめ

・WEBサイト リニューアル
・動画投稿
・SNS

・インスタスポット
・チラシ
・イベント
・新聞
・売り場拡大
・広報企画の提案
・私生活
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

プロジェクト内容

兵庫県宍粟市 株式会社テレマン楽器

全国的には無名の「インディアンフルート」の神秘的な音色を全国に発信し、
新たな客層を開拓するミッション！

新しいインディアンフルートの特徴やヒストリーなどの魅力発信と販売をかねた
WEBサイトを製作すること

今回のミッション

STEP１：楽器販売やインディアンフルートの特徴を知る
STEP２：PR素材の収集と広報企画の検討
STEP３：WEBサイトの構築と広報企画の提案

期待する成果

・インディアンフルートのプロデュース
楽器がもつ魅力をWEBサイトなどで発信することで、楽器の普及促進と新たな客層を獲得する

・ニューモデルの紹介と販売
アメリカの業者から新たに入荷するインディアンフルートのニューモデルをWEBサイト等で紹介・販売できる
ようにする

12



Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

目次

1. プロジェクト内容

2. 活動報告

3. モチベーションシート

4. まとめ

・WEBサイト リニューアル
・動画投稿
・SNS

・インスタスポット
・チラシ
・イベント
・新聞
・売り場拡大
・広報企画の提案
・私生活
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

WEBサイト リニューアル①

WEBサイト リニューアルオープン ９/１

旧サイト 新サイト
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

WEBサイト リニューアル②

カテゴリ欄のデザイン・項目変更 商品の写真撮り直し・キャッチコピーをつける
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

WEBサイト リニューアル③

カテゴリ別で探しやすく

機種ごとに表で解説

購入の近くに関連商品

SNSの掲載

新着情報の掲載
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

動画投稿

YouTube動画投稿 計１７本 ８/２０～
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

SNSの開設、活用（Twitter・Ｉｎｓｔａｇｒａｍ）

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ ８/２４～ Ｔｗｉｔｔｅｒ ８/１６～

※９/５ ２１：５１時点18



Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

インスタ映えスポット

インディアンおじさん ９/１～
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

チラシ

オカリナユーザー向け 講師向け
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

イベント①

吹奏楽土曜夜店 ８/１７
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

イベント②

神戸オカリナフェスティバル ８/２５

インディアンフルートコーナー設営
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

イベント③

やっほっほーい！宍粟 ８/３１～９/１

インディアンフルートコーナー設営
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

その他（新聞取材）

神戸新聞 ８/１５ 読売新聞 ８/２３
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

その他（売り場拡大）

インディアンフルートコーナー拡大 ９/３～
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Entrepreneur Internship Program (EIP)

アントレプレナー・インターンシップ・プログラム

Copyright(C) 2006 ETIC. All rights reserved

その他（提案）

ーWEBサイトー
• WEBサイトTOP画像の撮影
• 教室情報の掲載
• インディアンフルート奏者のページ作成
• よくある質問コーナー
• 立体的WEBプログラムの導入
• スマホ対応

ーPR・作成ー
• PV撮影
• 既存曲の動画投稿
• BGM作成
• SE作成
• 楽譜（ソロ、デュエット、アンサンブル）作成
• カタログ作成

ー企画・イベントー
• LINE＠でのプレゼント企画
• WEB上でのイベント（大会）
• SNSでのクイズ企画
• ＃イベント
• 宍粟杉を使ったインディアンフルート作成
• 上記の制作体験イベント
• インディアンフルートフェスティバル
• コンサート案内や情報を書き込める広場の運営

ーその他ー
• 音楽療法への導入
• インディアン関連店への案内
• オカリナユーザーへの案内
• 作曲家への案内
• チラシの折り込み
• LINE＠自動返信
• ラップ対決
• 民俗楽器のコミュニティへの参加
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受け入れ企業情報

♬ 企 業 名 ㈱テレマン楽器
♬ 従業員数 役員を含めた社員 4名

アルバイト（フルタイム） 3名
アルバイト（パートタイム） 4名 在宅含

♬ 事 業 楽器販売・楽器修理・音楽教室
イベント企画・楽譜出版など

♬ 主力事業 楽器販売（総売上の90%以上）
♬ 特 徴 隙間を狙った販売戦略

販売に占めるWEBの割合が年々増大
♬ 課 題 やりたいことがたくさんあるけど時間や

労働力不足でできないことが多い。

27



インターンシップを受け入れた理由

①短期間でできることの為に新たにアルバイトを
雇うと長期雇用になるリスクがある。

⇒ リスク回避

②やってもらいたいことを、単純作業で終わらす
のではなく発展的に取り組める可能性がある。

⇒ 経営革新

課題 克服のために！

28



インターンシップ受け入れ後の実績1
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インディアンフルート関連売上推移表

関連売上合計（2018-2019） 関連売上合計（2018-2019） WEB売上本数（2018-2019） WEB売上本数（2019-2020）

2018.8-2019.7 316,520円 ⇒ 2019.8-2020.3現在 1,180,410円
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インターンシップ受け入れ後の実績2

①今まで時間や人員の問題できなかった事業を
前に進めることができたこと。

②売り上げをある程度伸長できたこと。

③SNSを使った広告戦略を開始、中堀ができたこと。

④学生から見た客観的な意見をGET！

⑤将来有望な東京の学生と関係性が築けたこと。

など
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インターンシップ受け入れ後の課題

①学生が帰ってから、数回ほどしかSNSの更新や
HPの更新ができていないこと。

②新商品の売上伸長が思ったよりできていないこと。

など
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インターンシップ受け入れにかかった経費

①賃貸物件 111,260円
②光熱費 水道3,632円 電気3,378円

ガス？
③活動費 15,000円（1日500円）
④交通費 29,760円
⑤その他 食料や生活用品など
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インターンシップ受け入れにかかる留意点

①スーパーバイザーの存在が重要！！！
（テレマン楽器では保井さんが担当）

②ある程度しっかりとした計画とやる仕事の
準備があった方がよい！！
例）インディアンフルートに関するコンテンツ

1か月まるまる集中して、該当事業に取り組む意気込
みが必要です。
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令和元年度 実践型インターンシップ推進体制 

実践型インターンシップとは・・・ 

  

 

宍粟市人財力フル活用プラットフォーム推進会議（人財力会議） 

 

 

見学型 

「見る・知る」 

体験型 

「経験する」 

実践型 

「貢献する」 

実践型【期間：4週間～】 

仲間として活躍してほしい 

・問題発見解決 ・自ら考える 

・完結した流れを経験する 

経営者の「 本当はやってみたい、試したいみたい」と考えていた

本気のプロジェクトを若者と一緒に一定期間試してみる取組 

研修制【期間：2週間程度】 

学んでほしい、経験してほしい 

・触れる ・業務知識 

見学・座学制【期間：1日～1週間】 

見てほしい、知ってほしい 

・刺激 ・低学年教育 

意欲ある若者 

・師匠や仲間との出会い 

・「仕事を創る」体験 

挑戦したい企業等 

・挑戦を共にする存在 

・組織外からの視点 

地域コーティネーター 

・プロジェクトの掘り起こし 

・人材のコーディネート 

・継続的なプロジェクトの支援 

人財力会議 

（市役所・商工会・ 

 西兵庫信用金庫） 

・地域人材の育成・発掘、人材誘致による 

地域産業の強化、地域経済の活性化 

・いきいきと働ける社会環境の整備 

・移住・定住による持続可能な社会の実現 

（作業部会） 

実践型インターンシップ 

地域企業の魅力発信 

地域経済循環調査研究 

地元高校と連携した取組 地域の経済産業界、教育機関、 

NPO、報道機関、行政機関 

（
連
携
） 

ETIC.：大学及びCDをもつ地域への働きかけ（学生と企業の募集）、 

マッチング機会の提供、学生の意思確認や磨き上げ 

CD養成講座、企業・学生・CDに気付きを与える 

人財力：受入企業の発掘、マッチングフェアPR、学生との面談、 

企業や学生サポート（ETIC.サポートあり） 

学 生：企業のチャレンジに同伴、壁（課題）を突破する原動力 

〇市内企業における実践型インターンシップの実施 

若者を地域に呼び込み、企業の新たなチャレンジと変革を促す 

〇実践を通じた地域コーディネーター（CD）の養成 

今回の実践を通じて、地域コーディネーターを養成 

令和元年度の事業実施目的 

事業実施の役割 
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実践型インターンシップ＿体系図(役割)

具体的成果、組織活性化の機会及び若者の意見を獲得 チャレンジ機会の獲得、起業家的な思考行動特性の獲得

挑戦したい

内容を説明

ヒアリング、

プロジェクト設計、

進捗管理

面談、日報確認、

助言、市内案内

日報提出、

相談

地域CD機関

（人財力フル活用プラット

受入企業

（テレマン楽器）

面接、業務説明、助言、生活支援

プロジェクトの実践、日報提出

インターン生

（学生）
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実践型インターンシップの流れ 

 

 

 

受入企業 
開拓 

プロジェクト 
設計 

マッチング 
フェア 

インターン 
受入準備 

インターン 
（初期） 

インターン 
（中間） 

インターン 
（最終） 

振り返り 

次期準備 

人財力 
（部会） 

企業 
（ﾃﾚﾏﾝ楽器） 

NPO法人 
ETIC. 

学生 
（1年生） 

説明会開催 制度・事例紹介 

フェア運営 

フ
ェ
ア
へ
の 

参
加
募
集 

目的明確化 

意思確定 
目的明確化と意思確定 

学生の能力や希望に 

あうﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄづくり 

マッチングフェア参加 

企業ヒア（実践） 

PR ｻﾎﾟｰﾄ  

学生面接・決定 

 学生面談 

希望学生面談 

社内体制・ 

住居準備 

面談・接ｻﾎﾟｰﾄ 

事前学習・ 

課題対応 
 学生事前研修 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標・進め方等の共有 開始時ｻﾎﾟｰﾄ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

進行 
日報 

作成 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ成果報告、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ評価 

日報確認 

相談対応 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ成功に向けた

課題の解消 

・成果が見えないこと 

・社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

相談対応 

企業・学生ヒア（実践） 

報告会 

（事例発表） 

事後学習  学生事後研修 

報告会 

受入企業募集 

振り返り研修 

CD 学生受入研修 

CD 導入研修 

市内案内 

＜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＞

新たな客層を

開拓するﾏｲﾅｰ

楽器の PR 

希望決定 

４月 

 

５月 

 

 

 

６月 

 

 

７月 

 

 

８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 

 

 

１１月 

 

３月 

撮
影
・W

E
B

広
報
・ 

販
売
戦
略
・
企
画 

ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ 

加速 
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